
    

 

 

   
すべての児童に寄り添うために！ 
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校長便り（職員編） 

運動会まであともう少しとなりました。練習にも一層熱がこもって来たように感じます。 

「ここまで仕上げたい」「こんな姿になるように」・・・ 

こういったことは，指導者として当然追求したいことですね。 

しかし，そこばかりに目が行き過ぎると・・・。 

 

例えば，次のようなこと，確実にできていますか？ 

 

１ 怪我をしている児童の活躍の場をどう確保していますのか？その

ことを当該児童・保護者と連携していますか？ 
 

２ 学校に来にくい子供（又はその保護者）には，当該子供・保護者

と相談しながら，運動会への取組を進めていますのか？ 

３ 休んでいた子供が当日参加する場合でも，対応できる準備が整っ

ていますか？ 
 

４ 配慮児童のそのときの心のコンディションによって想定される事

態に対応できる準備が整っていますか？ 
 

６ 運動会に参加できなかった児童への事後のフォローを確実に！ 

５ 「３」「４」について，学年団での対応が難しい場合，他の職員

による応援態勢は整っていますか？ 
 


